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何をどこまで描くのか、どのような描き方で伝えればよいの
か。この命題を解くために多くの日本の作家が海外の小説に範を求めた 堀辰雄もまた、フランス文学から多くの富を得た一人として知られている。本書ではそうした堀の文学活動 中でもコクトオ受容を軸に、 「ルウベンスの偽画」から「さまざまな紆余曲折を経て」 、 「初期作品の到達点である「聖家族」 」に至るまで、すなわち一九三〇年前後に 「ロマン」が実現していく過程」
（
18
頁）
を辿っている。
　
まず本書の「はじめに」に基づいて構成を押さえておく。固有
名は本書に倣い、昭和初期の堀の使用した表記を用いる。　
第一部は「大正末から昭和初期のわが国における、ジャン・コ
クトオの受容状況」について、 一般と それとを検討し、堀の「コクトオ観の独自性 及びコクトオに関す 訳業の集大成である『コクトオ抄』 持つ意義」
（
17頁）
をまとめる。そして
通説とは異なり、 「グラン・テカアル」の影響から 出 「ルウベンスの偽画」→「不器用な天使 →「聖家族 へと論述が進められる。第二部の「初期堀辰雄作品 おける夢への関心」では、
従来のプルーストの影響ではなくコクトオの作品から得た夢のとらえ方に注目し、それによって超現実主義とは一線を画す堀のの扱い方を明らかにする。第三部は主に「不器用な天使」と「聖家族」の作品分析になり、夢や死のモティーフ、心理描写を中心にジイドやラジゲが比較検討の対象となる。但し「コクトオの影響は初期のみで消 るものではなく、その後海外作家を受容するにあたって、様々な影響 及ぼしてい 」
（
220頁）
のであり、よ
り自身の資質にあった展開があったことを説明している。　
本書の原型が博士論文でしかも大部分が発表済みであることも
あって、著者の論旨は整理されていて 快 あり、 「あとがき」の二二〇～二二一頁をそのまま引用すれば内容紹介はほぼ足りかと思われるほどである。しかしなが 書評という性格上 すでに査読を重ねて受けている本書に対 て、屋上屋どころか言いがかり なりかねないのを承知で、以下感想を交えな ら を追っていくこ にする。　
堀のコクトオ受容の大きな特徴として『コクトオ抄』に詩、
エッセイ、小説を収録してこのフランス 作家 「より多面的な像を提示することに貢献した」
（
28頁）
ことが改めて指摘されて
いる。その上で著者は堀自身にとっ 『コクトオ抄』をまとめることで、 「エッセ における堀の語り口、夢や詩といった堀作品の主要モチーフ」を「用意する重要な一冊となった」
（
29頁）
こ
とを強調する。もっともコクトオの多面性は文芸や映画のみならず絵画や舞台芸術に わたっており、 『コクトオ抄』にはそうした多才な作家ならではの画家論も含まれている。堀も絵画や絵を
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描く人物にこだわった作家であった。であれば後にも触れるが、視覚イメージと文学作品の関係について、言及があって よかっただろう。　
コクトオの小説が「 「ロマン」の範型としてあった」
（
11頁）
堀
にとって、 「 「グラン・テカアル」が、伝統的な「本格的小説」 「ロマン」 し の魅力のみならず、詩的な表現による新鮮さをも持ち合わせている点に かれた」とみなし、こうした小説を書くことが「堀の選んだ方向だった」
（
51頁）
というのは説得力がある。
より具体的には、 『赤と黒』のよう 心理小説の伝統に連な 作品であ 、かつ比喩や複数人物の視点を用いる手法が堀に受け継がれている いう。一例を挙げると「グラン・テカアル」 「複数の人物が互いに影響しあい、変化していくことで物語が展開し、クライマックスを迎える」
（
142頁）
という「伝統的な小説と
しての骨格」であり、しかも「詩的な表現を用 斬新な文体」である点が堀にとっ の模範となった 見 いる。 の心理を描くという古典的なテーマを現代的 手法でリアライズする いうのが、堀の文壇での独自の立ち位置になる。第二部での分析になるが、 「眠つてゐる男」に「左翼化の意志」といってもこれは手法のレヴェルの話であって、その労働者 「めざめさせ 」という主張とは裏腹にむしろ手法の面で 旧態依然」
（
102頁）
で停
滞しているプロレタリア文学へ 批判をみ 。さら ジイドの「贋金つくり」の「周囲 影響による変化が嵩じて 他の人物の心理まで共有する自他一体化現象」
（
153頁）
を「不器用な天使」
で明らかにする。
　
第二部では「眠りながら」の夢うつつの光景について、 「ポト
マック」など典拠となった作品でのガラスや眠り
（
86頁）
のモ
ティーフと比較している。ここでイメージに関して、訳語が問題になっている「
livred ’im
ages 」
（
72頁）
について記しておく。些
末なようだが、ここから両作家の特性を導き出すことが出来るからである。一般的な意味は「絵本」であって堀 「詩の本は絵入本だつた。比喩の連続だつた」というのも ながち誤訳といえない。堀が抄訳した『ポトマック』がまさに絵入本であった。もちろん著者が比較している佐藤朔の「詩集はイマージュ集、比喩の連続」もコンテクストから見 正しい。つまり「
livred ’im
ages 」
という語自体に、ガラ や鏡面上にみ ような、複数 イメージの重なりを想起させているのだろう。これこそコクトオ流である。本書では堀においては「イマアジユ」という語を 似て非なるもの」 、 「幻影
（
73頁）
であったと解釈している。私見を挟ま
せていただくならば、堀におい は真と偽が対立しているのでなく、 『美しい村』
（一九三四年）
など後年の作品に頻出する見間
違い・錯覚のモティーフ 、イメージ 重ね合わされ 異化作用が生じる。最初期 「風景」での「美し 混乱」
（
66頁）
とも
通ずるこの技法は、本書でも指摘している クトオの「職業 秘密」から学んだ、 「始めて見るかのや な 新鮮さで対象を見るという「詩人の定義」
（
171頁）
の応用にもなっているとは言えな
いだろうか。この点はさらに深 られたように思われる。　「夢」 「眠り」 「死」については、まず「昼間見た光景、すなわち現実の断片が再構成されることで夢が生成され、その中でこそ
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「人間の本然の声」 、つまりは無意識があらわになる」 「夢のメカニズム」
（
90頁）
を指摘。その上で「眠りながら」 「眠つてゐる男」
「ジゴンと僕」 「手 つけられない子供」に発揮されてい として分析がある。しかも同時期の超現実主義とは異なり、 「夢は現実と地続きで捉えてこそ、創作上意味を持つ」
（
107頁）
、と見ている。
ここで気になるのがコクトオにおける夢・眠り・死が、ラジゲの夭折などに端を発す 彼の阿片の常用と切り離せないということだ。知性にそして精神に、最後に肉体に死をもたらす阿片にのめり込むコクトオ 、自らの肉体に死を内包してしまった堀 の違いは、堀の 離れ 関して触れられてもよかったように思う。著者が指摘する「羽ばた 」での「夢を現実として生きた人間が、不可逆的に死に接近してしまうという、甘美さ 残酷さが同居した 特異な世界」
（
134頁）
から、堀自身の病状の悪化によっ
てプルウスト的な方向に向かう、 いうこの転回点におい 、コクトオ同様若さの持つ残酷さは描けても 分に残酷 なれない堀の姿が見えてくる は書評者ばかりだろうか。 た先行研究として 翻訳と原文とを比較した上で、モティーフ面 の初期小説へのコクトオの反映を指摘している論文 ついて 本書 は触れられていない。何らかの言及があってしかるべきだろう　
第三部でのコクトオというスプリング・ボードからの、モオリ
アツクやジイドそしてジイド経由でのドストエフスキイ理解の説明は興味深い。ジイドの「ドストエフスキイ論」の実践編としの「贋金つくり」を踏まえた 不器用な天使」 が、これは失敗に終わり、つ で「ドストエフ キイとは異なる方法」
（
188頁）
の選択として、ラジゲがあった。ラジゲは心理を正確に
描くという点で「論理性」が強く、 「矛盾撞着」
（
189頁）
も描くド
ストエフスキイとは異なって、堀の好むところであった。しかし「聖家族」では、 「矛盾や不合理を含んだ」
（
191頁）
「普通の心理を
丁寧に描く」
（
221頁）
。具体的には「ドルジェル伯爵の舞踏会」に
倣った「語り手の介入」
（
193頁）
と不合理性になる。理由として
モオリアツクもこれをド トエフスキイに見ていて その「小説論」に堀が惹かれているこ を指摘している。これによって「聖家族」 では、 「フランス文学的な論理性」 に 「収まらない複雑さを、作中人物に付加すること 意図されていた」
（
195頁）
とみる。
　
新鮮なのは、 「聖家族」における全知の語り手による「やうだ」
「らしい」の多用への注目である。これを著者は 語り手が作中人物と距離を置き、両者の曖昧な融合を避ける上で有効な手段と言える」
（
211頁）
とみる。さらに「のだ」を頻出させたのは、 「語
り手の存在感を強調するためだったのではないかと考えられる」（
211頁）
とある。こうした「心理をあまさず説明するのではなく、
読者に解釈をゆだねる方法は、本来堀自身に備わっ た資質が開花したものと のではないか」
（
216頁）
、という指摘は貴重
である。　
最後に労作に対して蛇足になるが、本書がいかにも学術論文を
まとめて単行本にしたという印象を与えるのは惜しい。本作りにこだわった堀に倣いつつ、研究書という書物の可能性を活かした次なる展開を期待した 。 （二〇一四年三月
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